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論文の内容の要旨

　Gを連結線型代数群，ρ：G→GL（V）をGの有隈次有理表現とする。ρがZ班iskト欄密なG一軌道を持つと

き，三つ組（G，ρ，V）を概均質ベクトル空間（PrehomogeneousVectorSpace略してRV）と呼ぶ。概均質ベクトル

空問の理論は1961年に佐藤幹夫によって創始され，佐藤・木村によりρが既約表現の場合の分類が完成されてい

る。またこれに引き続き，Gが簡約可能かつ十分なGL（1）によるスカラー倍を仮定した場合には，有限個の軌

道しか持たないものについて分類が完成している。

　本論文ではこれらの結果を元に，概均質ベクトル空間の中でも代表的対象として墓本的な，有限個の軌道を持

つ半単純概均質ベクトル空間（Semisimp1eFinitePrehomogeneousVectorSpace略してS．F，R）と，概均質ベクトル

空聞と深い関係を持ち，近年注目されつつある弱球等質空問（Weak1ySphericamomogene㎝sSpace）の分類を取

り扱っている。

　近年，対称空問の一般化である球等質空間のさらに一般化である弱球等質空間の理論が，対称空問の理論と概

均質ベクトル空聞の理論の統一およびZeta関数の理論への応用などから注目されつつある。弱球等質空間とはG

を連結線型代数群，PおよびHをそれぞれその放物型部分群，閉部分群として，等質空間H＼GがZ脳iski欄密な

P一軌道をもつとき，H＼GがFspherica1または弱球等質（空問）と呼ばれる。特にG・・GL（n）の場合において

は，弱球等質性の判定に概均質ベクトル空問の結果が適用されることが知られている。それを受けて，本論文の

第n章では，G＝GL（n）である弱球等質空間ρ（H）＼GL（n）と概均質ベクトル空間との関係を明らかにし，

ρ（H）が十分なGL（1）によるスカラー倍と単純代数群の有理表現の合成であるような弱球等質空間ρ（H）＼

GL（n）を条件

　（H，　ρ）　≠　（GL　（1）k÷1×SL　（r），　（A　l＋…　十Aユ十1＋…　十1）

の下で調べ，対応する極小な放物型部分群Pをすべて決定している。

　有限個の軌道を持つ簡約可能な概均質ベクトル空聞についてはその強い条件から，分類において被約（reduced）

の概念を用いる必要がないことや表現の双対性をある条件下で無視できることカミ分かる。有隈個の軌道を持つ簡

約可能な概均質ベクトル空問の分類は，木村・笠井・保倉［K－K－Y］により一般の場合が完成した。ただしこれら

の分類は各既約成分毎にGL（1）によるスカラー倍を仮定しており，一種のダイアグラムにより説明可能である。
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逆にGL（1）によるスカラー倍を全く仮定しない場合，即ち半単純概均質ベクトル空聞となる場合は代数群のサ

イズが強く影響し，結果は非常に細かく複雑になる。第皿章においては，それら有隈個の軌道をもつ半単純概均

質ベクトル空間の分類を，ダイアグラムがKKY］の第3節以降に現れる場合を解決，もしくは特殊直交群1つ

と特殊線型群のみを含む場合の結果に帰着させている。ただし，うち1例は必要条件を与えるに留まっている。

審査の結果の要旨

　弱球等質空聞は，対称空間と概均質ベクトル空間を含む概念で，ここに於いて対称空聞におけるラングランズ

のアイゼンシュタイン級数の理論と概均質ベクトル空間における佐藤幹夫らによる理論を統一した理論の構成が

期待されている。この学位論文の第n章は，弱球等質空間の分類の最初の試みで，そこで得られた結果の研究が

他の人たちによって現在精力的に行われていることからも，この研究の重要性がうかがえる。また有限個の軌道

をもつ半単純概均質ベクトル空間の分類は大変複雑であるが，それを本質的に押し進めたことは評価に値する。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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